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2012 appeared to be a particularly special year for most British people in the sense that within a few months they 
had a chance to celebrate the Diamond Jubilee of Queen Elizabeth II as well as enjoying events at the Olympic and 
Paralympic Games in London. During that year, I happened to take over a class on aspects of British culture at 
Kagoshima National College of Technology and I realised how interested Japanese students were in the United 
Kingdom. However, I was equally aware that they were neither accustomed to British English itself nor to the 
culture of the inhabitants. The purpose of this paper is to outline some aspects of the language and culture of Britain 
in order for Japanese students to better comprehend them. 
 





















































































の代わりに ‘lift’ 、「街の中心地」は、 ‘downtown’ の
代わりに ‘city centre’（‘center’ はアメリカ式のつづり）
が使われる。 また、例えば、‘centre’ や ‘woollen’のよ
うに、アメリカ英語とイギリス英語では、同じ語彙で








図４ 英国料理として有名な Fish and Chips 
 
さらに、イギリス英語の文法では、‘have’ （持って
いる）の代わりに、 ‘have got’ を使う。従って、「〜
がありますか」と尋ねる時、 ‘Do you have ~ ?’ の代わ
りに、‘Have you got ~ ?’ が使われる。熟語表現でも、
アメリカ英語とイギリス英語では、使われる前置詞が
異なることがある。例えば、アメリカ英語では、「週末
に」を ‘on the weekend’ と表現するが、イギリス英語
















日本と同じように、1 階から、‘first floor’、‘second floor’ 
と数えるが、英国では、1 階を ‘ground floor’（地上階）、
2 階を ‘first floor’、3 階を ‘second floor’ と数える。従
って、この慣習に不慣れな場合にはしばしば混乱する
ので、ロンドンのデパート内の案内板で、不慣れな旅
行者のためなのか、‘Ground floor’ の表記に加えて、 
‘this floor’ （この階）という説明を見かけたことがあ
る。地階は通常 ‘basement floor’ というが、日本人が
国際線の飛行機で到着するロンドン・ヒースロー空港
における表示には特徴がある（図 7 参照）。一階が 
‘ground level’ と表記され、数字だけの場合は、‘0’（ゼ
ロ）と表示される。さらに、地下一階は ‘Level minus 1’ 
（マイナス 1 階）というように、マイナス表示されて








件を話し始める前に、必ず、‘Good morning!’ や‘Hello!’ 
や ‘Hi!’ などの挨拶で始める。要件が終わったら、 
‘Thanks’. または ‘Thanks very much’. とお礼を言った



























   
道ですれ違う人、エレベーターなどの狭い場所で居
合わせた人に、簡単な挨拶、例えば、‘Good morning!’ や 






























のような店で注文する場合には、 ‘Can I have ~?’ でも
良いが、座ってサービスを受ける店では、より丁寧な


































































































































   




























































く段差や階段があるところには、‘Mind your step’. （足
元にご注意ください。）という表示を見かける。 
2013 年は、英国が世界で一番早く地下鉄を走らせた
1863 年から 150 周年記念である。ロンドンの地下鉄



















   
物であった（図 12 参照）。このように英国では、長い
年月を経た建築物は価値があり保存される。木造建築




































紙を剥ぎ  (stripping)、サンドベーパーでならし 












   
 
 
図１５ DIY の様子 














最後に、英国の郵便は ‘Royal mail’ と呼ばれ、ポス
トには王冠と共に、ポストが設置された当時の君主の
頭文字が書いてある（‘royal ciphers’）6）。例えば、‘E II 
R’ とは、‘Elizabeth II Regina’ （エリザベス II 世）のこ











のジョージ王である、ジョージ 5 世（治世は 1910 年か
ら 1936 年）のことである。エリザベス女王の父、ジョ
ージ 6 世（治世は 1936 年から 1952 年）とは、‘royal 
cipher’ は区別される（図 16 参照）。恋人のために王位
を捨てたエドワード 8 世の治世（1936 年）は大変短い







図１６ 郵便ポストの Royal Ciphers  
左上: V R, ヴィクトリア女王（1901 年まで） 
右上: E VII R, エドワード 7世（1901 年から 1910 年） 
左下: G R, ジョージ 5世（1910 年から 1936 年） 


































































5) Martyn FORD, Peter LEGON: The How To Be British 
Collection, Lee Gone Publications, 2003. 
6) http://www.wicks.org/pulp/stats.html 
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